
H：Warp

H - Warp 解説

原案：shobonvip 問題準備：shobonvip
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H：問題概要

長さ L の円周上に N 個の点がある（L は
偶数）

好きな位置から始めて、円周上を秒速 1で動く

魔法のワープを使うと、現在地のちょうど反
対側へ 0 秒で移動できる

移動とワープを使い、すべての点を訪れる最
短時間を求める

制約
N ≤ 2× 105 L ≤ 109

0 ≤ Ai < L
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H：例

N = 4, L = 10,

A = (0, 2, 8, 9).

1 位置 2 から始める
2 円周上を 2 → 3 と動き、反対側の
位置 8 へワープする

3 円周上を 8 → 9 → 0 と動く

これで 3 秒！
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H：解法

ワープは 0 秒なので、円周上の点とそ
のちょうど反対側の点は同一視できる
そうすると、次の問題と同値

長さ L/2 の円周上に N 個の点が
ある
好きな位置から始めて、円周上を
秒速 1で動く（ワープは使えない）
すべての点を訪れる最短時間を求
める

S1/∼ ' S1：円周の反対側を同一視し
たら、再び円周になった！
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H：解法

長さ L/2 の円周上に N 個の点が
ある

好きな位置から始めて、円周上を
秒速 1で動く（ワープは使えない）

すべての点を訪れる最短時間を求
める

長さ L/2 の円周
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H：解法

これの解法はいろいろあるけど

L

2
− max{円周上で隣接する2点間の距離}

が答え！

計算量：O(N logN)（ソートがボトルネック）
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H：統計情報

AC teams / Trying teams
25 + ? / 26

First Acceptance
jupiter_zzz (10 min)
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